
平
成
三
十
年
十
一
月
二
日
受
領

答

弁

第

一

号

内
閣
衆
質
一
九
七
第
一
号

平
成
三
十
年
十
一
月
二
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
逢
坂
誠
二
君
提
出
消
費
税
の
使
い
道
を
大
き
く
変
え
る
決
断
を
す
る
場
合
の
内
閣
の
姿
勢
に
関
す
る
質
問
に
対

し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
逢
坂
誠
二
君
提
出
消
費
税
の
使
い
道
を
大
き
く
変
え
る
決
断
を
す
る
場
合
の
内
閣
の
姿
勢
に
関
す
る
質
問

に
対
す
る
答
弁
書

一
か
ら
四
ま
で
に
つ
い
て

平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
五
日
の
記
者
会
見
に
お
い
て
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
は
「
子
育
て
世
代
へ
の
投
資
を
拡
充
す
る

た
め
、
こ
れ
ま
で
お
約
束
を
し
て
い
た
消
費
税
の
使
い
道
を
思
い
切
っ
て
大
き
く
変
え
る
と
い
う
決
断
を
い
た
し
ま
し
た
。
」

と
述
べ
る
と
と
も
に
、
消
費
税
率
二
パ
ー
セ
ン
ト
引
上
げ
に
よ
る
増
収
分
の
う
ち
、
社
会
保
障
の
安
定
化
に
充
当
す
る
規
模

と
、
社
会
保
障
の
充
実
及
び
こ
の
消
費
税
の
使
途
見
直
し
に
よ
る
新
た
な
政
策
に
充
当
す
る
規
模
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

「
お
お
む
ね
半
々
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
て
お
り
、
こ
の
発
言
に
沿
っ
て
、
平
成
三
十
年
十

月
十
五
日
の
臨
時
閣
議
に
お
い
て
「
消
費
税
率
引
上
げ
分
の
使
い
道
を
変
更
し
、
二
％
の
引
上
げ
に
よ
る
税
収
の
う
ち
半
分

を
国
民
の
皆
さ
ん
に
還
元
」
す
る
と
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
国
民
に
還
元
す
る
た
め
に
徴
税
す
る
な
ら
ば
、
「
課
税
の
十
分
性
」
や
「
課
税
の
明
確
性
」
が
あ
る
と
は
言

え
な
い
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
消
費
税

一



率
の
引
上
げ
は
、
全
世
代
型
社
会
保
障
の
構
築
に
向
け
、
少
子
化
対
策
や
社
会
保
障
に
対
す
る
安
定
財
源
を
確
保
す
る
等
の

観
点
か
ら
行
う
も
の
で
あ
り
、
「
合
理
性
に
欠
け
る
」
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
。

二


